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『物語 シンガポールの歴史―エリート
開発主義国家の200年』 は, 新書本ながら,
シンガポールの近現代史として卓越した良
書である｡ 評者は, 本書の刊行直後に購入
し, 早速通読した｡ この小国の言語教育に
関する背景的情報を確認する必要があった
ためであるが, 注釈かたがた紹介すること
にする｡
｢あとがき｣ によれば, 著者岩崎育夫の
シンガポール研究は, 1980年３月末に, 勤
務先のアジア経済研究所からシンガポール
の東南アジア研究所に２年間派遣されたことに始まる｡ 以来34年間, 岩崎
は一貫してシンガポールを含む東南アジアの政治経済を研究してきた｡ 現
職は拓殖大学国際学部教授である｡ 多数の研究業績のうち, シンガポール
に関する代表的著作には, 以下の４点がある｡
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このうち, ３は本書の原型とも言うべき本格的研究書である｡
本書は植民地建設者スタンフォード・ラッフルズ (Sir Stanford Raffles)
以来のシンガポール通史を過不足なく, 見事な筆致で描いたものである｡
だが, ｢エリート開発主義国家｣ 自体の歴史は, たかだか50年であろう｡
つぎの目次が示すように, その時代の統治者を中核において章立てがされ
ている｡ そのため, 各時代の政治経済と社会背景についての明白な理解が
可能である｡ 本文に加えて, 主要参考文献・主要図版一覧, 付録経済成長
率と一人当たりの GDP推移, シンガポール関連年表が付いているのは,
読者に親切である｡ だが, 新書という性格ゆえに, 注は施されていない｡
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主要参考文献・主要図版一覧
付録 経済成長率と一人当たりの GDP推移
シンガポール関連年表
以下各章ごとに, 要約とともに評者独自の判断を加えることにしよう｡
まずは, シンガポールの曙 (序章) である｡ かつて ｢タマセク｣ (海の街)
と呼ばれ, その後 ｢シンガプーラ｣ (シンガポール, 獅子の街) と呼ばれ
てきた島は, 19世紀初頭まで ｢ジャングルで覆われた海賊の島｣ であった
という｡ 130人ほどのマレー人がシンガポール川の河口付近で漁業を営み,
20人ほどの華僑が内陸部を開墾して農業に従事していた他は, 未開のジャ
ングルであったのである｡ 序章の書き出しには, 19世紀以前の記述は一切
含まれないので, 1819年以前の前史を知りたければ, 考古学的調査と史料
に基づくMiksic and Gek eds. (2004) などで補う必要があるだろう｡
では, なぜ1819年という年に, その近現代史を始まったとされるのか｡
それは, イギリス東インド会社職員のスタンフォード・ラッフルズが1819
年１月28日にこの島に上陸し, 当時この地を支配していたジョホールのス
ルタン (国王) に毎年5000ドルの年金を支払う代わりに, シンガポール川
河口付近をイギリスの領土とするという条約を締結させたからである｡ つ
まり, シンガポールの近代史は, 植民地化によって始まったのである｡
シンガポールは大英帝国の東南アジアにおける自由貿易ネットワークの
拠点と位置づけられた｡ というのも, その自由港は中国とインドの中間地
点という絶好の立地条件を備えていたからである｡ そして, ｢1824年には
スルタンと新たな契約が交わされ, 毎年１万8000ドルの年金を支払う条件
で, シンガポール全島がイギリス東インド会社の領土 (イギリスの植民地)
になったのである｡｣ (p. 9) その結果, ジョホールのスルタンは年金を得,
イギリスは植民地を拡大し, アジア各地からの移民は現地での仕事に就け
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たのである｡
では, イギリス植民地時代 (第１章) にシンガポールは, どのように統
治されていたのだろうか｡ イギリス植民地時代は, ラッフルズによって植
民地化された1919年から日本に占領される1942年の初めまでの122年であ
る｡ なお, 1945年８月に日本が無条件降伏したあとにイギリスの植民地は
復活し, 1963年にマレーシア連邦の一州として独立するまで続いたが, こ
れは自立国家への模索 (第３章) と題して, 別途要説することになる｡
イギリスはシンガポールをイギリス東インド会社のインド総督に統治さ
せた｡ そして, さまざまな移民を互いに分離させながら統治する “divide
and rule” の植民政策を行った｡ 従って, 居住区をヨーロッパ人居住区と
アジア人居住区に大別し, アジア人居住区は中国人居住区, マレー人居住
区, インド人居住区などに分けたのである｡ その名残が, 今日残るチャイ
ナタウン, アラブ街, ブギス, リトルインディアなどの地区名である｡
イギリスの統治体制は紆余曲折を経た｡ 植民地化の当初, イギリス東イ
ンド会社のインド総督が統治する体制であったが, 1826年にはペナン・マ
ラッカ・シンガポールを合体させて, 海峡植民地と称した｡ 1858年には東
インド会社を廃止して, インド省を創設した｡ その結果, インド省のイン
ド植民地政府による統治に移ったが, 当省は現地事情に疎かった｡ その後,
海峡植民地のヨーロッパ商人たちの強い要望もあり, 1867年に植民地省の
直接統治下に置かれた｡ 総督の下に行政評議会と立法評議会が設けられ,
1942年初めまで続いた｡
イギリス植民地のシンガポールは中継貿易によって経済が発展した｡ そ
の発展の第一段階は, 東南アジア・インド・中国・ヨーロッパ各地との貿
易であった｡ 第二段階では, スズやゴムを産出するマレーシアとの経済的
一体化が深まった｡ こうして, この地は東南アジアにおける経済活動の結
節点になった｡
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シンガポールにはつぎつぎに出稼ぎ移民が渡来した｡ その多くは, 商人
と苦力 (クーリー) と称せられた労働者 (自由労働者と契約労働者) であっ
た｡ 成功した商人の中からは華僑企業家が輩出し, ゴム産業や貿易業およ
び金融業の興隆に貢献した｡ そのような社会に, 日本人も来ていた｡ ｢か
らゆきさん｣ と称される娼婦の一群, グダン族と呼ばれるビジネス・エリー
トである1)｡
シンガポールはその経済的発展に伴い, 人口が急増した｡ 1824年にはたっ
たの１万人であったものが, 1901年には23万人に増えた｡ 民族構成は,
1824年にはマレー人が60.2％, 中国人が31.0％, インド人が7.1％であった
が, 1901年には中国人が72.1％, マレー人が16.0％, インド人が8.0％になっ
た｡ 20世紀初頭には, ほぼ現在の民族構成比に達し, 中国人 (華僑) が大
方四人に三人を占める複合社会が現出したのである｡
それぞれの民族社会は, 言語と宗教の相違に拠る出身地別の小社会を築
いていた｡ いわばミニ・アジアのモザイク社会が作られたのである｡ 華僑
の場合は, 福建・広東・潮州・海南などの出身地・方言集団別に相互互助
組織 (例えば, 福建会館) を作って生活していたが, ｢中華総商会｣ が華
僑全体をまとめる働きを担っていた2)｡
そのように分節された社会にあって興味深いのは, プラナカンと称する
外来の中国文化と現地のマレー文化を融合した独特の文化が生まれたこと
である｡ 中国系男性はババ, マレー系女性はニョニャと呼ばれ, 中国語と
マレー語の混合語を話し, ニョニャ料理と称する食文化を伝え, 繊細な刺
繍を施した衣装を着, 優美な意匠の建築と工芸を残した3)｡
つぎに訪れた日本による占領時代 (第２章) は, 過酷な犠牲を払った暗
黒時代であると受け止められている｡ この時代のことをシンガポールでは
｢３年８か月｣ と呼んでいる｡ 日本陸軍は1941年12月８日未明にマレー半
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島北東海岸に上陸｡ 以来, マラヤ・シンガポールは日本軍の戦闘機による
空爆と銀輪部隊による攻撃にさらされた｡ 日本軍は1942年２月８日深夜に
ジョホーバル水道を渡って, シンガポール島に上陸した｡ その後, ８日目
の２月15日には英領シンガポールを無条件降伏させた｡ これより日本軍に
よる占領時代が始まった｡ 日本がアジア太平洋戦争に負けて, 連合軍に無
条件降伏をしたのは1945年８月15日であるが, シンガポールが再度宗主国・
イギリスによる統治に戻ったのは同年９月５日のことであった4)｡
この間, シンガポールは ｢昭南島｣ と呼ばれていた｡ 日本軍による占領
は, 住民に大変な苦しみを与えるものであった｡ その最たるものが, 華僑
粛清と強制献金であった｡ 華僑粛清とは, 1942年２月21日から３月１日に
かけて日本軍が行った中国人への大量殺戮のことである｡ その人数は
5,000人とも50,000人とも言われるが, 定かではない｡ 戦後これは血債問
題として政治問題になった｡ 本書 p. 53にある ｢慰霊碑｣ とは, ｢日本占
領時期死難人民記念碑｣ (通称 ｢血債の塔｣) のことである5)｡ 他方, 強制
献金とは統治に必要な費用を調達するために, 5,000万海峡ドルの献金を
させたことを指す｡ 多額の現金のない住民は家財道具を売るなどして工面
し, 不足分は横浜正金銀行から借りて目標額を達成したという6)｡
日本化政策 (または皇民化政策) として採用されたのが, 日本語学習と
東京 (宮城) 遥拝と君が代の斉唱を含む学校教育であった｡ 日本語の新聞
｢昭南新聞｣ を発行し, ｢バナナ紙幣｣ と称された軍票を流通させ, 多様な
宗教を信じるシンガポール住民に対して昭南神社への強制的参拝を課した｡
そして, 憲兵隊による恐怖統治下, 占領下の経済は大混乱したのである｡
日本の軍政は, 華僑を徹底して抑圧し, マレー人とインド人を優遇する分
割統治を行って, 既存の社会秩序を破壊した｡ その結果, 華語学校と英語
学校が激減し, マレー語学校の生徒が急増した｡
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｢３年８か月｣ の日本占領時代は悪夢であり, 戦後は独立に向けての機
運が高まった｡ 自立自家の模索 (第３章) の時代は1945年から20年続いた｡
その政治形態は, イギリス直轄植民地からイギリス連邦内自治州, マレー
シア連邦の一州, 独立国家へと次々に変化したのである｡ シンガポール独
立運動の担い手として英語教育集団と華語教育集団の二集団があったが,
最終的には前者の代表であるリー・クアンユー (Lee Kuan Yew, 1923年
生まれ) が率いる人民行動党 (PAP) が勝利して, マレーシア連邦のシン
ガポール州に一党独裁の政権が誕生した7)｡ だが, そのような政治形態は
２年足らずで終わった｡ ｢マレー人優位のマレーシア｣ を唱えるラーマン
首相からリーは追放されて, 1965年８月９日に単独の独立国家・シンガポー
ル共和国が誕生したのである｡
本書後半の諸章は, シンガポールの政権を率いた首相の名を採って時代
区分をしている｡ リー・クアンユーの時代 (第４章) は, 1965年から90年
までの25年間続いた｡ この時期は経済発展至上主義に基づいて, 諸制度が
構築されたから, 正に開発主義国家の様相を呈していた｡ 人民行動党一党
体制のもとで, ｢生存のための政治｣ が行われ, 政府にすべての権限を集
中させた｡ そして, 政府対抗集団やマスメディアを管理し, 華語教育の要
であった南洋大学を廃校に追い込み, 野党・労働党を抑圧した8)｡ 政府開
発機関 (表１, p. 117参照) が, 開発行政・貿易・金融・住宅・企業振興
の諸部門をリードする仕組みを作り上げた｡
そのために, 徹底した能力主義による開発官僚の登用を行ってきた｡ そ
の教育制度 (図１, p. 119) は, 小学校卒業段階からジュニア・カレッジ
卒業に至るまで成績優秀者か否かを選別する仕組みになっている｡ エリー
ト教育を施した者には官僚の道を選ばせる体制であることがわかる｡ 政府
は成績優秀者には国家奨学金を出し, イギリスやアメリカの名門大学に留
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学させ, 卒業後は官僚になることが義務づけられているのである｡ 資源の
ない小国ではあるが, 外資依存型の開発をしながら, ｢シンガポール株式
会社｣ は開発官僚によって巧みに経営されているのである｡ その国民統合
の社会工学は, 種族融和政策 (例えば, HDBの高層公共住宅における混
住)9) と英語＋民族語の二言語主義 (English-preferred bilingualism) によ
る英語社会化政策にあった10)｡ なお, 言語政策については, 別途, 華南の
諸方言を継承語とする華人社会を統合するために, ｢スピーク・マンダリ
ン｣ (Speak Mandarin) と称する華語運動を推進した11)｡
ゴー・チョクトン時代 (第５章) は, 1991年から2004年までの14年間を
指す｡ リー・クアンユーの権威主義的な統治スタイルとは異なり, ゴー・
チョクトン (Goh Chok Tong) は, ソフトな ｢自由化｣ 路線を採って, 協
調型の政治運営を図った12)｡ 経済発展に加えて, 芸術とスポーツの振興も
目指した｡ リー・クアンユーは引退せず, 上級相として後任首相を監督し
た｡ 言わば ｢後見人｣ である｡
この時代には外国人労働者を本格的に活用するようになり, 2000年には
労働者の約３割を外国人が占めるまでになった｡ 彼等は職種によって, ①
労働許可証, ②雇用許可証, ③Ｓ許可証の三種に分けて管理され, 異なる
処遇をされている｡ そのうち, 圧倒的多数が①の労働許可証を得たブルー・
カラーの外国人労働者であり, 建設労働者の比率が高い｡ ②は中間管理職
や専門職の外国人, ③は看護師や中級技術者の外国人である｡
ゴー時代には, 国内のみならず, 近隣のアジア諸国に政府主導で投資し
て, 開発を進めた｡ 特に, ｢成長の三角点｣ と呼ばれるマレーシアのジョ
ホール州からインドネシアのリアル州 (バタム島とビンダン島) に至る地
域を一つの経済圏と見做して, シンガポールの投資による工業団地開発や
リゾート開発が行われた｡ これを契機に, 中国 (例えば, 蘇州) やインド
(例えば, バンガロール) への投資も本格化した｡ さらには, ベトナム・
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フィリピン・ミャンマーなどのアジア新興国にも投資して, 工業団地の開
発を行った｡ なお, シンガポールの貿易相手国は, アジアと欧米であり,
それは英領植民地時代以来変わっていない｡
さて, 三代目首相のリー・シェンロン時代 (第６章) は2004年に始まり,
現在なお続いている｡ リー・シェンロン (Lee Hsien Loong) は, 初代首
相リー・クアンユーの長男であるから, 就任時に ｢リー王朝｣ が築かれた
と揶揄された｡ ゴーは上級相に, リー・クアンユーは顧問相に就いた｡ 国
民の職業はホワイトカラー中心に変容し, インターネットが普及した｡ 政
府はゴー時代以上に海外投資を進めた｡ 国内では, マリーナベイ・サンズ
とセントーサにカジノを新設した｡ 隣国のジョホール州イスカンダル地域
総合開発に参入した｡ 水問題解決のために, 下水を再生させてニュー・ウォー
ターを開発する一方で, 海水の淡水化を進めた｡
だが, いまや少子・高齢化が進み, 外国人労働力に依存せざるを得ない
状況に突入した｡ Yearbook of Statistics Singaporeによれば, 2011年の総人
口は, 518万3700人であり, そのうち国民は325万7200人, 永住権保持者は
53万2000人, 外国人滞在者が139万4400人である｡ 実際, 外国人移民奨励
政策を押し進めた結果, 外国人滞在者が人口の３割近くを占めるようになっ
た｡ そのあおりを受けたのは国民の中間層であり, 専門技能職や事務職か
ら締め出された｡ この政策に対する国民の不満は2011年の総選挙で噴出し,
与党・人民行動党が81議席に留まり, 野党・労働者党が６議席を得るとい
う ｢国民の静かな反乱｣ を招いたのである｡ 総選挙の一週間後, 政界長老
のリー・クアンユー顧問相とゴー・チョクトン上級相が揃って退任した｡
人民行動党は, 2011年の総選挙・大統領選挙・補欠選挙において, 実質
的に ｢三連敗｣ を喫した｡ その反省に基づき, 国民の声に耳を傾け, 外国
人移民奨励政策を見直し, 閣僚や高級官僚の高額給与の大幅な引き下げを
行った｡ 著者が言うように, 国民の多くが経済発展の恩恵を受けているの
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で, 開発主義の人民行動党の政権が倒れることは現時点ではありそうもな
い｡ だが, 国民の自主性に委ねる領域が増えることや軽んじられてきた文
化振興が盛んになることは, 十分あり得ることだろう｡ 建国者のリー・ク
アンユーは90代の高齢であり, このカリスマ的存在の亡きあとのシンガポー
ルがどうなるかは世界が注目するところである｡
以上で, 200年近いシンガポール近現代史の流れを鳥瞰したことになる｡
終章 (シンガポールとは何か) は著者によるまとめである｡ この国の宿命
的構造と特質は, 社会が国家を創ったのではなく, ｢国家が社会を創った｣
ことにある｡ 国民の大多数が華人で占められているから, 社会の原型は中
国にある｡ だが, 行政制度・司法制度・経済制度・教育制度は, 植民地時
代以来イギリスを範にしているので, 国家の原型はイギリスにあるのだ｡
現在のシンガポールは, ｢日常世界ではマレーシアとインドネシアの小
世界, 経済発展のためには日本, アメリカ, ヨーロッパの先進工業国との
大世界, 安全保障はアメリカに依存｣ (p. 229) というつながりで成り立っ
ている｡ この点で, 図３ シンガポールと世界の関係構造は的確である｡
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図３ シンガポールと世界の関係構造
国家の原型
イギリス 中国
マレーシア
インドネシア
日本
ヨーロッパ
アメリカ
社会の原型
日常生活
日常生活
経済・安全保障
経済
小世界 (第１構造) 大世界 (第２構造)
シンガポール
著者によれば, 独立国家シンガポールには七大特徴があるという｡
１. 経済発展が最大の国家目標であり, 国是である｡
２. 近隣諸国よりも常に先の経済発展段階を求めた｡
３. 経済発展の一連の営為が国家主導で行われた｡
４. 政治や民族文化が経済発展の手段と考えられた｡
５. シンガポールには独自の文化が育たなかった13)｡
６. 欧米諸国に対して, 政治 (権威主義体制) と経済 (自由主義経済) を
使い分けてきた｡
７. 国民の価値観がいまだ模索段階にあって, 欧米的価値観とアジア的価
値観の間で揺れている14)｡
以上のような特徴は, 建国者であるリー・クアンユーが目指した国家像と
重なり合う｡
顧みるに日本とシンガポールの交流史には, 負の遺産と正の遺産がある｡
前者は３年半にわたる日本占領時代にあり, 理不尽にも華僑粛清を行い,
多額の強制献金を課した事実である｡ 他方, 後者は戦後急速な経済発展を
遂げた, 礼儀正しく親切な人々が住むとされる国を見倣って, 1980年代に
｢日本に学べ｣ キャンペーンを張ったことである｡ 実際, 日本式の企業別
組合や交番制度が導入された｡ それに対して, 日本国民は昭南島時代のこ
とはほとんど知らずにシンガポールに出かけ, いまや日本以上に経済発展
を遂げた, 清潔で治安のよい街に親近感を覚えて過ごすのである｡ だが,
この庭園都市は美しくも罰金の多い都市 (a fine city) でもあることをお
忘れなく｡
総じて, 本書は全体として, シンガポール近現代史の名著であると断言
できる｡ 但し, 著者も ｢あとがき｣ で断っているように, 岩崎 (2005) 同
様政治経済史が中心であり, ｢社会文化や普通の国民の意識や生活ぶりに
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はあまり触れ｣ てない｡ それゆえ, 教育史・宗教史・芸術史・生活史など
については, 関連する文献を分野別に渉猟しなければならないだろう｡ 手
近な第一歩としては, 田村慶子編 (2013) の本文と巻末の関連書ガイドか
ら始めることをおすすめする｡ さらには, Hack and Margolin eds. (2012)
所収の諸論文などに向いたい｡
注
1) Warren (2003) と清水・平川 (1998) を参照｡ なお, 日本占領下には, こ
れに多数の軍人 (陸軍) が加わるのである｡
2) 華僑移民については, 田中 (2002) を参照｡ この関連で, 南洋工科大学
(NTU) 構内にあるチャイニーズ・ヘリテージ・センターは見学に値する｡
3) この点で, プラナカン博物館とババハウスは必見の価値がある｡ ニョニャ
の生活を描いた Kon (1989) は優れた二幕劇である｡
4) 日本軍政がマラヤ・シンガポールにもたらした負の遺産については, 明石
編 (2001) を参照｡ Lee (2005) は豊富な資料に裏付けられた ｢昭南時代史｣
である｡
5) シンガポールの華僑粛清については, 林 (2007) や Modder (2004) を参
照｡
6) 強制献金の証拠としては, Gwee (2013 : 152) にある献金者の ｢奉納金正
式収據｣ (写真) を見よ｡
7) リー・クアンユーについては, Lee (1998, 2000) や竹下 (1995), 岩崎
(1996) を参照｡
8) マスメディアの管理については George (2012) を, 南洋大学の消滅につ
いては田村 (2013) を参照｡
9) 公共住宅団地の社会学については, 鍋倉 (2011) の調査研究が白眉である｡
10) シンガポールの言語政策については, 田嶋 (2007, 2011) などを参照｡
11) 政府はシングリッシュ (Singlish) を蔑み, ｢正しい英語を話そう｣ (Speak
Good English) というキャンペーンも行った｡
12) リー・クアンユーとゴー・チョクトンの政治手法の違いについては, Lim
(2011) を参照｡
13) この点で評者には異論がある｡ というのも, リー・クアンユー自身が近年
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｢熱帯グローバル創造都市国家｣ を提唱しているからである｡
14) リム (1984) 所収の短編, 例えば ｢父と息子｣ は欧米的価値観とアジア的
価値観または個人主義と家父長主義の対立と相克を文芸作品のテーマにして
いる｡
参 考 文 献
邦文文献
明石陽至編 (2001) 『日本占領下の英領マラヤ・シンガポール』, 岩波書店
岩崎育夫 (1996) 『リー・クアンユー―西洋とアジアのはざまで』, 岩波書店
岩崎育夫 (2005) 『シンガポール国家の研究』, 風響社
清水洋・平川 (1998) 『からゆきさんと経済進出―世界経済の中のシンガポー
ル・日本関係史』, コモンズ
竹下秀邦 (1995) 『シンガポール―リー・クアンユウの時代』, アジア経済研究
所
田嶋ティナ宏子 (2007) ｢第６章 シンガポールの言語政策｣, 山本忠行・河原
俊明編 『世界の言語政策②』, くろしお出版, pp. 135149
田嶋ティナ宏子 (2011) ｢第２章３. シンガポール―英語を中心とした二言語
教育政策｣, 矢野安剛ほか編 『英語教育政策―世界の言語教育政策論をめぐっ
て』, 大修館書店, pp. 86102
田中恭子 (2002) 『国家と移民―東南アジア華人世界の変容』, 名古屋大学出版
会
田村慶子 (2013) 『多民族国家シンガポールの政治と言語― ｢消滅｣ した南洋
大学の25年』, 明石書店
田村慶子編 (2013) 『シンガポールを知るための65章』 (第３版), 明石書店
鍋倉聡 (2011) 『シンガポール ｢多人種主義｣ の社会学―団地社会のエスニシ
ティ―』, 世界思想社
林博史 (2007) 『シンガポールの華僑粛清―日本軍はシンガポールで何をした
か』, 高文研
リム, キャサリン作・幸節みゆき訳 (1984) 『シンガポーリアン・シンガポー
ル』, 段々社
岩崎育夫 『物語 シンガポールの歴史―エリート開発主義国家の200年』
― ―271
英文文献
George, Cherian (2012) Freedom from the Press : Journalism and the State Power in
Singapore, Singapore : NUS Press.
Gwee, Thian Hock (2013) A Baba Boyhood : Growing Up During World War 2,
Singapore : Marshall Cavendish International.
Hack, Karl and Jean-Louis Margolin (2010) Singapore from Tamasek to the 21st
Century : Reinventing the Global City, Singapore : NUS Press.
Kon, Stella (1989) Emily of Emerald Hill, Singapore : Macmillan Press.
Lee, Geok Boi (2005) The Syonan Years, Singapore : National Archives of
Singapore and Epigram PTELTD.
Lee, Kuan Yew (1998) The Singapore Story, Singapore : Marshall Cavendish
International.
Lee, Kuan Yew (2000) From Third World to First : The Singapore Story 19652000,
Singapore : Marshall Cavendish International. pp. 126140.
Lim, Catherine (2011) “One Government Two Styles”, in A Watershed Election,
Singapore : Marshall Cavendish International.
Miksic, John and Gek Cheryl-Ann Low Mei eds. (2004) Early Singapore 1300s
1819, Singapore : Singapore History Museum.
Modder, Ralph (2004) The Singapore Chinese Massacre, Singapore : Horizon Books.
Warren, James Francis (2003) Ah Ku and Karayuki-san : Prostitution in Singapore
18701940, Singapore : Singapore University Press.
国際文化論集 №49
― ―272
